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計画の基本方針

地域公共交通の活性化・再生の目標

　

市
は
、
市
民
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

を
構
築
す
る
た
め
、
今
年
３
月
「
高
梁
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
10
月
１
日
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
実
証

運
行
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
公
共
交
通
機
関
に
は
、
Ｊ

Ｒ
伯
備
線
、
備
北
バ
ス
に
よ
る
バ
ス

路
線
、
ま
た
西
部
地
域
を
運
行
す
る

生
活
福
祉
バ
ス
路
線
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
路
線
バ
ス
利
用
者
が
減
少

す
る
中
、
路
線
の
縮
小
や
廃
止
が
行

わ
れ
て
お
り
、
特
に
車
を
持
た
な
い

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
が
重
要

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
れ
ま
で
路
線
バ
ス
の
運

行
補
助
や
、
委
託
に
よ
る
乗
合
タ
ク

シ
ー
等
の
運
行
に
よ
り
交
通
手
段
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
市
の

財
政
負
担
も
年
々
増
加
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
福
祉
バ
ス
は
基
本
的

に
合
併
前
か
ら
の
運
行
形
態
を
引
き

継
い
で
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
地
域
間
格
差
が
残
り
、
そ
の
是
正

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
幹
線

と
し
て
の
路
線
バ
ス
と
、
こ
れ
を
補

完
す
る
生
活
福
祉
バ
ス
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
全
面
的
な
見
直
し
を
行
う

と
と
も
に
、
統
一
的
な
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
設
定
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維

持
存
続
可
能
な
交
通
体
系
の
確
立
を

目
指
し
、
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
平
成
22
～
26
年
度
の

５
年
間
で
、
市
内
全
域
を
対
象
地
域

と
し
て
い
ま
す
。

１.市民の生活を支える利便性の高い地域公共交通
　市内の各地域において、買物・通院・通学といった活動を
支える公共交通をニーズに即したサービスでの運行を実現し
ます。これら生活に密着した交通は、市民・行政・交通事業
者が連携して協働で計画・運行・維持に取り組みます。
２.�交通サービスの役割分担を明確にした持続可能な
地域公共交通
乗合路線バス、生活福祉バス、乗合タクシー、タクシー（賃
走）、目的限定輸送（専用スクールバス等）などの交通サー
ビスの役割分担を明確にして、効率的で持続可能な公共交通
体系を構築します。サービスの見直し基準を明確にして、社
会状況の変化に柔軟に対応した地域公共交通を目指します。
３.地域活性化に資する地域公共交通
　市街地の魅力向上、観光振興に向けた公共交通施策を推進
します。

◆
４
条
路
線
バ
ス
( ※ )

…
収
支
率

　

20
％
未
満

◆
生
活
福
祉
バ
ス
…
１
便
あ
た

　

り
の
利
用
者
数
１
人
未
満

行
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
運

行
時
刻
や
利
用
手
続
き
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.takahashi.

okayam
a.jp/

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

実
証
運
行
の
期
間
は
１
年
間
と

し
、
そ
の
間
の
利
用
状
況
か
ら
、
そ

の
後
の
運
行
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

■
有
漢
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー

　

バ
ス
サ
ー
ビ
ス
空
白
地
域
が
広
く

分
布
す
る
有
漢
地
域
に
お
い
て
、
利

用
者
の
自
宅
か
ら
地
域
内
の
主
要
施

設
ま
で
を
送
迎
す
る
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
。

■
玉
川
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー

　

平
成
16
年
度
か
ら
定
時
定
路
線
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
き
た
玉

川
町
に
お
い
て
、
停
留
所
と
自
宅
が

遠
距
離
に
あ
る
利
用
者
の
不
便
を
解

消
す
る
た
め
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
変
更
。

■
市
内
循
環
バ
ス
南
部
ル
ー
ト

　

備
北
バ
ス
が
市
街
地
北
部
を
運
行

し
て
い
る
市
内
循
環
バ
ス
に
つ
い

て
、
バ
ス
利
用
促
進
と
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
路

線
を
延
長
し
、南
部
ル
ー
ト
を
追
加
。

計
画
策
定
の
背
景
と
概
要

計
画
に
位
置
付
け
る
事
業

実
証
運
行
の
内
容

　

計
画
の
基
本
方
針
と
、
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
・
再
生
の
目
標
を
右

記
の
と
お
り
設
定
し
ま
し
た
。

　

目
標
実
現
に
向
け
て
、
地
域
内
交

通
の
再
編
な
ど
６
つ
の
施
策
の
方
向

性
を
整
理
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す（
図
①
参
照
）。

　

な
お
、
低
利
用
状
態
が
続
く
路
線

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
運
行
見

直
し
基
準
を
設
定
し
、
地
域
全
体
の

効
率
的
輸
送
、
ま
た
、
路
線
バ
ス
へ

の
市
民
の
理
解
と
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
適
用
に
当
た
っ
て
は
１

年
程
度
の
利
用
促
進
期
間
を
設
け
、

こ
の
間
に
基
準
を
満
た
さ
な
か
っ
た

路
線
で
減
便
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
恒
常
的
な
通
学
利
用
者
が

あ
る
便
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
対
象

と
し
ま
せ
ん
。

　

10
月
１
日
か
ら
開
始
し
た
実
証
運

■
路
線
バ
ス
（
肉
谷
～
大
瀬
八
長
）

　

備
北
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
中
井

町
津
々
・
山
際
地
区
か
ら
備
中
高
梁

駅
を
結
ぶ
路
線
の
ル
ー
ト
を
一
部
変

更
し
、
バ
ス
交
通
空
白
地
域
で
あ
っ

た
高
倉
町
田
井
・
肉
谷
地
区
～
同
町

大
瀬
八
長
間
を
運
行
す
る
ル
ー
ト
を

新
設
。

　

公
共
交
通
は
、
地
域
の
人
々
の
重

要
な
交
通
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
積
極
的
な
利
用
が
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
実
践
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
は
、
市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
連
携
し
、
運
行

確
保
や
利
便
性
の
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
を
行
い
な
が
ら
利
用
促
進
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
減
少

に
伴
い
、
行
政
負
担
も
年
々
増
加
し

て
お
り
、
現
在
の
路
線
の
維
持
や
公

共
交
通
機
関
の
存
続
が
極
め
て
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
利

用
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
環
境
課
市
民

係
（
☎
�
０
２
５
４
）

公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

図①　地域公共交通体系の再編に向けた事業計画

(※)
４
条
路
線
バ
ス
…
道
路
運
送
法
第
４
条
に

　

基
づ
い
て
、
乗
合
バ
ス
事
業
者
が
路
線
を

　

定
め
て
定
期
に
運
行
す
る
バ
ス
の
こ
と
。

市民の生活を支えるための持続可能な公共交通体系
を構築します。

地
域
公
共
交
通
体
系
の
再
編

地
域
公
共
交
通
体
系
の
再
編

地
域
公
共
交
通
体
系
の
再
編

10
月
か
ら
実
証
運
行
ス
タ
ー
ト

（計画書より抜粋）


